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平
成
27
年
1
月
24
日
に
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
神
奈
川
県
予
防
医
学
協
会
。１
つ
の
節
目
を
迎
え
た
協
会
が
、

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
県
民
の
健
康
を
守
り
、こ
の
地
に
住
み
、働
く
人
々
の
健
康
支
援
に
関
わ
っ
て
い
く
た
め
の
、

「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
に
向
け
た
多
彩
な
視
点
か
ら
、
各
氏
に
将
来
へ
の
展
望
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

�

（
司
会
：
鈴
木
忠
義
・
神
奈
川
県
予
防
医
学
協
会
顧
問
）

　
未
病
を
治
す

　

鈴
木
　
岡
部
先
生
、
県

は
行
政
の
立
場
か
ら
、
こ

れ
か
ら
の
県
民
の
健
康
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

　

岡
部　

神
奈
川
県
民
の

高
齢
化
率
は
、
１
９
７
０

年
に
４・７
％
で
し
た
が
、

２
０
５
０
年
に
は
36
・
４

％
に
な
る
と
予
測
さ
れ
、

今
後
、
人
口
構
成
が
逆
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
に
な
り
、
国
民

皆
保
険
制
度
な
ど
、
現
状

の
シ
ス
テ
ム
の
継
続
が
難

し
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で

県
は
５
年
後
に
「
県
民
の

健
康
寿
命
を
日
本
一
に
す

る
」
こ
と
を
目
標
に
、
健

康
寿
命
日
本
一
戦
略
会
議

を
設
置
し
、
平
成
26
年
1

月
に
「
未
病
を
治
す
か
な

が
わ
宣
言
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
は
特
に
生

活
習
慣
病
対
策
に
重
点
が

置
か
れ
、「
超
高
齢
化
社

会
の
生
活
習
慣
病
対
策
と

し
て
『
未
病
を
治
す
こ
と

が
大
切
』
と
い
う
価
値
観

を
県
民
文
化
と
し
て
育
て

る
」「
皆
で
未
病
を
治
す

考
え
方
を
学
び
、
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
主
体
が
協
力
し

あ
っ
て
、
そ
の
取
組
み
を

展
開
す
る
」
と
い
う
2
つ

の
理
念
の
下
に
、
食
に
関

す
る
「
医
食
農
同
源
普
及

推
進
事
業
」、身
体
活
動・

介
護
予
防
・
認
知
症
予
防

支
援
事
業
と
し
て
、
日
常

生
活
に
運
動
を
取
入
れ
る

活
動
を
展
開
。
さ
ら
に
、

社
会
活
動
と
し
て
人
と
の

交
流
を
広
げ
る
環
境
づ
く

り
を
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
４
つ
の
事

業
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

※「
未
病
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）」を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
な
ど
に
置
い
て
、

県
民
が
日
常
的
に
健
康
に

関
心
を
持
ち
、
健
康
づ
く

り
に
取
組
め
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
す
。
次
に
Ｃ
Ｈ

Ｏ
（
健
康
管
理
最
高
責
任

者
）
構
想
で
、
企
業
・
団

体
の
ト
ッ
プ
が
最
高
責
任

者
に
な
っ
て
、
職
員
や
従

業
員
の
健
康
管
理
を
す
る

よ
う
に
組
織
立
て
、
企
業

文
化
と
し
て
健
康
管
理
が

で
き
る
よ
う
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。さ
ら
に
、

高
齢
化
対
策
の
一
環
と
し

て
「
高
齢
者
虚
弱
化
判
断

基
準
」
の
作
成
に
取
組
み

ま
す
。「
か
な
が
わ
保
健

指
導
モ
デ
ル
事
業
」
で
は

３
年
計
画
で
、海
老
名
市
、

５
年
後
の「
健
康
寿
命
日
本
一
」を
目
指
す
取
組
み

行
政
と
協
会
が
両
輪
に
な
っ
て
推
進

新
た
な
健
康
長
寿
サ
ー
ビ
ス
の

創
造
を
目
指
し
て

岡
部
英
男
氏
・
神
奈
川
県
衛
生
研
究
所
長
　

｜
協
会
創
立
60
周
年
を
迎
え
て
｜

新春座談会

神奈川県衛生研究所長。72年
広島大学医学部卒業。東京大
学医学部付属病院、国立国際
医療センター、東京大学医学
部胸部外科を経て、テキサス
心臓研究所外科に留学。87年
東京大学医学部第二外科・胸
部外科医局長などを歴任。00
年より神奈川県藤沢保健福祉
事務所保健福祉部長、県内の
保健福祉事務所長を歴任、12
年より現職。医学博士、日本
医師会認定産業医。

岡部 英男（おかべ ひでお）氏

寒
川
町
、
大
磯
町
を
モ
デ

ル
地
域
と
し
て
県
の
保
健

師
を
派
遣
し
、
特
定
健
診

後
の
保
健
指
導
を
綿
密
に

し
て
生
活
習
慣
病
対
策
に

役
立
て
る
な
ど
、
健
康
寿

命
の
延
伸
に
取
組
ん
で
い

ま
す
。

　

既
に
進
ん
で
い
る
大
企

業
の
取
組
み
の
成
功
例
を

他
の
企
業
に
も
普
及
さ
せ

た
い
と
考
え
、昨
年
10
月
、

県
庁
で
Ｃ
Ｈ
Ｏ
構
想
の

キ
ッ
ク
オ
フ
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
１
５
６
の
企

業
・
団
体
と
９
市
町
が
集

ま
り
、
97
の
企
業
・
団
体

が
取
組
み
に
手
を
挙
げ
ら

れ
、
県
も
そ
の
支
援
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
専
門
機
関
と
し
て

　
フ
ォ
ロ
ー

　

鈴
木　

未
病
と
い
う
概

念
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
。

急
性
伝
染
病
の
時
代
は
い

き
な
り
病
気
に
か
か
り
ま

し
た
が
、
今
は
生
活
習
慣

病
の
よ
う
に
、
生
活
の
中

で
だ
ん
だ
ん
病
気
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。

　

岡
部　

未
病
と
は
、
健

康
と
病
気
の
間
の
グ
ラ

デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
部
分

を
指
し
て
い
ま
す
。

　

竹
田　

産
業
保
健
の
場

で
も
、
そ
の
部
分
へ
の
取

組
み
が
必
要
だ
と
考
え
ら

れ
、
健
康
と
不
健
康
で
表

現
し
き
れ
な
い
部
分
を
、

半
健
康
と
表
現
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　
鈴
木　
「
未
病
セ
ン

タ
ー
」
で
は
検
査
を
す
る

よ
う
で
す
ね
。

　

杤
久
保　

検
査
も
い
い

で
す
が
、
そ
の
結
果
は
基

準
値
と
比
較
す
る
だ
け
で

は
評
価
で
き
ま
せ
ん
。
一

般
の
人
は
真
の
意
味
を
読

み
解
け
な
い
か
ら
で
す
。

　

鈴
木　

未
病
セ
ン
タ
ー

■神奈川県の年代別人口の変化
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女性

（万人）

（万人）

◦食　　　 ⇒ バランスの良い食生活
◦運　　動 ⇒ 日常生活に運動等を取り入れる
◦社会参加 ⇒ 人との交流を進める

・未病センター（仮称）構想
・CHO（健康管理最高責任者）構想
・高齢者虚弱化判断基準作成
・かながわ保健指導モデル事業

■健康寿命日本一を目指す
　神奈川県の３つの取組み

食
（栄養）

運動
（身体活動）

社会参加
（交流）

医食農同源普及推進事業

介護予防・認知症予防支援事業 チャレンジデー参加支援事業

座談会に臨む４氏。左から
鈴木協会顧問、杤久保氏、
岡部氏、竹田氏

で
検
査
を
受
け
て
、
必
要

な
ら
ば
専
門
性
の
高
い
神

奈
川
県
予
防
医
学
協
会
に

相
談
す
る
。
そ
ん
な
流
れ

に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　

岡
部　

わ
れ
わ
れ
も
そ

れ
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

実
施
後
の
フ
ォ
ロ
ー
は
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
民
に
日
常
生
活
の
中
か

ら
健
康
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
と
い
う
視
点
で
す
。

　

杤
久
保　

健
康
長
寿
の

大
切
さ
は
誰
も
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
深

刻
に
考
え
て
い
る
か
と
い

う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
化

が
進
む
今
、
65
歳
以
上
の

医
療
費
が
半
分
以
上
を
占

め
、
こ
れ
以
上
は
公
助
へ

の
期
待
も
で
き
ま
せ
ん
し
、

寝
た
き
り
は
本
人
も
家
族

も
大
変
で
す
。
健
康
に
無

関
心
で
、
結
果
的
に
医
療

機
関
を
頼
る
の
は
社
会
に

大
き
な
負
担
を
か
け
ま
す
。

　
岡
部　

お
っ
し
ゃ
る
通

り
で
す
。
自
助
・
共
助
・

公
助
と
い
い
ま
す
が
、
健

康
寿
命
の
延
伸
は
自
助
が

基
本
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
の
協
会
に

　
期
待

　

岡
部　

神
奈
川
県
予
防

医
学
協
会
は
、
健
診
を
通

じ
て
効
果
的
な
保
健
指
導

を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
発
症
予
防

や
早
期
発
見
に
よ
る
適
切

な
治
療
に
は
医
療
機
関
と

の
切
れ
目
の
な
い
連
携
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
研
究

機
関
や
企
業
と
の
連
携
で
、

健
診
の
精
度
の
向
上
や
新

し
い
診
断
法
の
開
発
も
大

切
で
す
。
企
業
は
、
産
業

保
健
の
分
野
は
重
要
で
、

生
活
習
慣
病
予
防
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
取
組
み

は
、
全
従
業
員
に
産
業
医

の
役
割
が
反
映
す
る
よ
う

に
組
織
的
に
取
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
地
域
保
健
を
担
う
保

健
所
と
と
も
に
、
行
政
と

協
会
が
車
の
両
輪
と
な
っ

て
、
県
民
の
健
康
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
な
お
、
一
昨
年

と
昨
年
の
県
公
衆
衛
生
学

会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
私

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

な
り
「
健
康
寿
命
の
延
伸

に
向
け
て
」
を
取
上
げ
て

議
論
し
、提
言
し
ま
し
た
。

昨
年
は
60
回
の
記
念
大
会

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
詳
細
は
県
公
衆
衛

生
協
会
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）

※未病センター：買い物などの生活活動の延長線上など、身近な場所で手軽に健康状態のチェックや改善プログラムの実践などを、継続的・複合的に行える、実践・実感の場


